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【テキスト】 

 旧全集の第四巻後編「知るもの」四の第 5段落、352 頁 11 行目「例えば色の抽象的概念であっても、

そこまで広げて行けば」から 354 頁 1 行目「何らかの意味に於て述語面に於て一般概念が限定せられ得る

かぎり、概念的知識が成立するのである。」までを読了。 

 

 

【キーセンテンス】 

 色の一般と特殊との関係が判断の主語と述語との関係を含むとすれば、その主語となって述語とならな

いと考えられる超越的主語面に於て色自身の体系という如きものが見られ、之に反し述語となって主語と

ならないと考えられる超越的述語面に於てその抽象的概念の体系が見られるのである。（352 頁 12 行目～

15 行目） 

 

 

【問い】 

個色が「この色」として立ち上がる時、単独で無構造に現れるのではなく、他の色との対立・移行や場面

との関係を含んだ何らかの構造があるのではないか。それを判断の対象とするなら述語面に移るが、「こ

の色」と出会うその体験の中で構成的・能動的に働いている限りは超越的主語面に属するのではないだろ

うか。「色自身の体系」とはそのような構造を指しているのではないか。 


